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教科書の内容を収録した音声副教材は CD として配布されること
が多い。一般の CD音声プレーヤーにはトラック選択/再生/停止の
基本機能が装備されている。しかしそれ以上の操作性は期待でき

ない。たとえば、収録されている音声の数秒間のフレーズだけを

頭だしして反復再生する機能や、音声にあわせて英語字幕や日本

語字幕を提示する機能は望めない。他方、ウェブ上のプレーヤー

では、フレーズ再生や字幕提示機能を備えたものが見受けられる

ようになってきた。また CD 音声をウェブ対応の音声ファイルに
変換したり、字幕をつけたりする技術も進化している。そこで本

企画では、音声補助教材をウェブ化して字幕をつけた教材による

教授法を研究する。具体的な場面としては、(1) ウェブ教材を教員
が研究室などからクラウドにアップし、CALL 教室の教師卓から
URLにアクセスして一斉授業で提示する、(2) URLを生徒に通知
して個別学習に移行する、(3) 生徒が自宅の PCや携帯端末で課外
活動に供するなどである。授業実践での継続的利用を通して、音

声副教材をウェブ化したことによる教授法の多様性獲得や教育効

果、留意点に焦点を当てて研究する。また、本研究構成員以外の

授業実践協力を予算の範囲内で要請する。


